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わ
が
大
君
に
召
さ
れ

た
る
・
・
・
い
ざ
行
け
つ

わ
も
の
日
本
男
児｣

と
出

征
兵
士
の
歌
を
大
音
量
で

右
翼
車
両
が
憲
法
記
念
日

に｢

占
領
憲
法
を
変
え
よ

う｣
と
宣
伝
を
し
て
い
た
。

私
の
祖
父
は｢

わ
が
大

君｣

に
召
さ
れ
て
（
戦
前

の
大
日
本
国
憲
法
で
は
天

皇
が
主
権
者
で
、
宣
戦
や

徴
兵
権
限
が
あ
っ
た
）
中

国
大
陸
で
戦
死
し
た
。
出

征
す
る
前
に
結
婚
し
て
一
児
を
授
か
っ

た
が
（
私
の
父
）
そ
の
子
に
会
う
こ
と

も
な
く
天
国
に
召
さ
れ
た
。
結
婚
し
て

い
た
女
性
は｢

ま
だ
若
い
の
だ
か
ら
他
に

嫁
ぎ
直
し
な
さ
い｣

と
曾
祖
父
夫
妻
に
言

わ
れ
て
他
に
嫁
ぎ
直
し
た
。
わ
が
父
は

父
親
も
母
親
も
知
ら
な
い
ま
ま
育
っ
た
。

大
日
本
帝
国
は
ア
ジ
ア
各
国
に
戦
争

被
害
を
も
た
ら
し
、
国
内
で
も
多
大
な

犠
牲
を
国
民
に
強
い
て
戦
争
は
終
わ
っ

た
。
戦
後
、
侵
略
戦
争
の
反
省
か
ら
今

の
日
本
国
憲
法
に｢

国
権
の
発
動
た
る
戦

争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の

行
使
は
・
・
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る｣

｢

陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を

保
持
し
な
い
、
国
の
交
戦
権
は
、
こ
れ

を
認
め
な
い｣

と
銘
記
す
る
に
至
っ
た
。

世
界
に
誇
る
べ
き
内
容
で
あ
る
。

そ
の
憲
法
を
自
民
党
や
維
新
の
会
は

｢

変
え
よ
う｣

と
策
動
し
て
い
る
。｢

国
を

守
る
た
め
に
は
自
衛
権
は
当
然｣

な
ど
と

言
っ
て
国
民
を
だ
ま
し
て
い
る
が
、
そ

の
実
態
は
米
軍
の
指
揮
の
も
と
自
衛
隊

が
国
際
紛
争
に
介
入
す
る
（
日
本
を
戦

争
に
巻
き
込
む
こ
と
）
が
最
大
の
狙
い

で
あ
る
。

日
本
国
憲
法
の
こ
の
大
事
な
平
和
の

精
神
を
守
り
抜
く
こ
と
が
今
大
事
な
こ

と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

県
原
水
協
は
11
日
、
本
庄

豊
立
命
館
大
学
・
京
都
橘
大

学
教
員
で
、
歴
史
教
育
者
協

議
会
副
委
員
長
を
招
い
た
講

演
会
を
開
き
、
約
50
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

講
演
は
「
平
和
行
進
創
始

者
西
本
あ
つ
し
～
非
暴
力
主

義
者
の
今
日
的
意
義
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
庄
氏
は
、
「
現
代
の
イ

ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
虐
殺
や
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
や
、
台
湾
有

事
の
想
定
な
ど
東
ア
ジ
ア
の

軍
事
的
緊
張
の
中
、
自
民
党

政
治
は
、
安
倍
政
権
か
ら
岸

田
政
権
ま
で
で
、
敵
基
地
攻

撃
・
反
撃
能
力
保
有
な
ど
軍

事
的
大
変
革
を
行
っ
た
」
と

指
摘
。
「
い
ま
の
戦
争
で
は

ミ
サ
イ
ル
が
進
化
し
、
原
発

に
囲
ま
れ
る
日
本
で
は
、
武

器
で
武
器
を
抑
え
込
む
こ
と

が
不
可
能
に
な
っ
て
い
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。

戦
中
な
ど
の
近
現
代
史
に

触
れ
、
「
い
ま
こ
そ
非
暴
力
・

不
服
従
の
反
戦
・
平
和
主
義

の
運
動
が
見
直
さ
れ
る
べ
き

だ
」
と
し
て
、
平
和
行
進
の

先
駆
者
の
西
本
氏
の
活
動
を

紹
介
し
ま
し
た
。

高
松
市
で
３
日
、
平

和
憲
法
を
生
か
す
香
川

県
民
の
会
は
第
・
回
総

会
と
、
記
念
講
演
会
の

後
で
、
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー

ク
を
行
い
、
三
越
前
で

街
頭
宣
伝
を
行
い
ま
し

た
。リ

レ
ー
ト
ー
ク
で
、

た
な
べ
健
一
日
本
共
産

党
東
部
地
区
委
員
長
は

岸
田
首
相
が
訪
米
し
、

国
賓
待
遇
を
受
け
た
の

は
、
軍

事
費
２

倍
化
や
集
団

的
自
衛
権
の

行
使
容
認
、

武
器
輸
出
の

解
禁
な
ど
の

長
年
米
軍
が

日
本
に
求
め

て
き
た
、
戦

争
を
す
る
国

家
づ
く
り
を

前
進
さ
せ
た

か
ら
だ
と
指

摘
。
「
軍
事

栄
え
て
民
滅

ぶ
と
の
言
葉

が
あ
る
が
、

日
本
は
軍
事

費
が
増
え
、

社
会
保
障
は

削
ら
れ
、
保
険
料
は
上
が
る

な
ど
、
国
民
を
取
り
巻
く
状

況
は
こ
の
言
葉
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
日
本
国
憲
法
を
守

り
、
戦
争
を
す
る
国
家
づ
く

り
を
と
め
よ
の
声
を
広
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
強
く
訴

え
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
、
杉
村
智
子

代
表
委
員
、
十
河
浩
二
県
憲

法
会
議
事
務
局
長
、
豊
田
雅

人
平
和
労
組
会
議
議
長
、
井

角
操
新
社
会
党
県
本
部
委
員

長
、
多
田
雄
平
社
会
民
主
党

市
議
、
植
田
真
紀
（
み
ど
り
・

香
川
）
県
議
、
岸
真
紀
子
立

憲
民
主
党
参
議
院
議
員
が
リ

レ
ー
ト
ー
ク
を
し
ま
し
た
。

香
川
県
原
水
協
が

記
念
講
演
会
を
開
催

憲法記念日 三越前で街頭
宣伝 平和憲法を生かす香川県民の会

高
松
市
内
で
２

日
、
香
川
の
三
大

小
作
争
議
と
い
わ

れ
る
伏
石
事
件
の

慰
霊
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
日
本
共

産
党
の
か
し
昭
二

県
議
、
地
域
の
代

表
者
や
遺
族
な
ど

約
２
０
名
が
参
列

し
ま
し
た
。

伏
石
事
件
は
、

１
９
２
４
年
、
高

松
の
伏
石
町
で
小

作
料
減
額
を
地
主

に
求
め
る
農
民
運

動
で
す
。
運
動
へ

の
弾
圧
が
高
ま
り
、

刑
事
事
件
に
発
展
、

２
４
名
が
拘
留
さ
れ
、
窃
盗

罪
で
逮
捕
さ
れ
た
も
の
。
当

時
の
若
林
三
郎
日
本
農
民
組

合
県
顧
問
弁
護
士
含
め
、
３

人
が
自
殺
な
ど
で
死
亡
し
ま

し
た
。

か
し
氏
は
「
今
年
で
１
０

【
お
詫
び
と
訂
正
】

前
号
５
月
12
日
号
第
４

面
上
の
地
球
の
息
吹
⑤
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
不
鮮
明
だ
っ

た
こ
と
を
お
詫
び
し
、
訂

正
し
ま
す
。
下
記
で
地
理

院
地
図
の
自
然
災
害
伝
承

碑
の
情
報
が
み
れ
ま
す
。

０
年
を
迎
え
る
伏
石
事
件
の

先
人
の
運
動
に
学
び
、
地
域

の
農
業
を
守
っ
て
い
く
」
と

述
べ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
当
時
、

小
作
の
農
民
は
一
反

（
＝

約
９
９
０
平
方
㍍
）
に
つ
き

収
穫
し
た
米
の
７
～
８
割

（
約
２
１
０
㎏
）
が
小
作
料

と
し
て
地
主
に
と
ら
れ
、
搾

取
さ
れ
る
貧
し
く
苦
し
い
生

活
だ
っ
た
が
、
こ
う
い
う
運

動
が
戦
後
の
農
地
改
革
に
つ

な
が
っ
た
」
と
の
声
が
出
ま

し
た
。
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「
ゴ
ン
ド
ラ
の
唄
」
（
い
の
ち
短

し

恋
せ
よ
乙
女

あ
か
き
唇

褪
せ

ぬ
間
に

明
日
の
月
日
は

な
い
も
の

を
…
）
で
有
名
な
吉
井
勇
は
、
何
回

も
讃
岐
を
訪
れ
て
歌
を
詠
ん
で
お
り
、

各
地
に
歌
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

小
豆
島
の
マ
ル
キ
ン
記
念
館
入
口
に

あ
る
歌
碑

ま
る
き
ん
と

い
へ
る
名
は
よ

し

濃
む
ら
さ
き

醤
油
の
王

者

こ
れ
と
た
た
へ
む

満
濃
池
に
一
九
八
四
年
に
建
立
さ
れ

た
歌
碑水

な
ら
で

慈
悲
の
こ
こ
ろ
を

た
た
え
た
り

大
師
の
池
は

あ
り
が
た
き
か
な

市
制
五
十
周
年
で
丸
亀
城
に
建
て
ら

れ
た
歌
碑

人
麿
の

歌
か
し
こ
し
と

思

ひ
つ
つ

海
の
か
な
た
の

沙

弥
島
を
見
る

金
毘
羅
さ
ん
宝
物
館
の
奥
の
裏
参
道

に
も
歌
碑
が
あ
る
。

金
刀
比
羅
の

宮
は
か
し
こ
し

舟
ひ
と
か

流
し
初
穂
を

さ
ゝ

く
る
も
う
へ

高
松
市
仏
生
山
の
法
然
寺
の
鐘
に
も

短
歌
が
鋳
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
鐘
の

ひ
ひ
か
ふ
と
こ
ろ

大
い
な
る

や
は
ら
き
の
世
の

礎
と
な
れ

こ
れ
ら
の
歌
は
、
い
ず
れ
も
讃
岐

の
風
物
を
称
賛
し
た
も
の
で
、
即
興

詩
人
と
し
て
の
吉
井
の
本
領
が
発
揮

さ
れ
て
い
る
。

吉
井
勇
は
東
京
市
芝
区
高
輪
に
生

ま
れ
た
。
祖
父
は
枢
密
顧
問
官
、
父

は
伯
爵
で
貴
族
院
議
員
に
な
り
、
母

は
薩
摩
藩
家
老
格
の
家
柄
で
あ
っ
た
。

早
大
高
等
予
科
に
入
学
し
て
以
降
、

与
謝
野
鉄
幹
、
北
原
白
秋
、
木
下
杢

太
郎
、
石
川
啄

木
ら
と
親
交
を

結
ぶ
。
『
明
星
』

や
『
ス
バ
ル
』

に
作
品
を
発
表

し
、
耽
美
派
の
歌
人
と
し
て
盛
名
を

得
る
。
明
治
の
末
か
ら
戦
後
ま
で
約

半
世
紀
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
た
歌
人

で
、
生
涯
で
二
万
首
を
超
え
る
歌
を

詠
ん
だ
。
吉
井
勇
の
も
っ
と
も
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
歌
の
ひ
と
つ
は
、
第

一
歌
集
『
酒
ほ
が
ひ
』
（
一
九
一
〇

年
）
に
あ
る
次
の
一
首
で
あ
ろ
う
。

君
に
ち
か
ふ

阿
蘇
の
煙
の

絶

ゆ
る
と
も

萬
葉
集
の
歌

ほ
ろ

ぶ
と
も

吉
井
勇
は
四
国
と
深
い
関
わ
り
が

あ
り
、
一
九
三
四
年
か
ら
一
九
三
七

年
に
か
け
て
土
佐
の
山
里
・
猪
野
々

（
現
・
香
美
市
）
に
隠
棲
し
た
こ
と

が
あ
る
。
物
部
川
に
臨
む
崖
の
上
に

「
渓
鬼
荘
」
な
る
草
庵
（
現
在
は
国

登
録
有
形
文
化
財
）
を
結
ん
だ
の
で

あ
る
。

余
談
に
な
る
が
、
吉
井
勇
は
一
九

三
六
年
（
昭
和
十
一
）
に
琴
平
を
訪

れ
た
と
き
、
直
筆
の
短
冊
を
二
円
、

色
紙
を
四
円
で
売
っ
た
と
い
う
。
当

時
の
一
円
は
、
現
在
二
千
円
以
上
の

価
値
が
あ
る
か
ら
、
結
構
高
価
な
も

の
で
あ
っ
た
。

讃
岐
の
文
学
碑
め
ぐ
り

⑯

「
い
の
ち
短
し

恋
せ
よ
乙
女
…
…
」
を
作
詞
し
た

吉
井

勇
（
一
八
八
六
～
一
九
六
〇
）

文･

写
真

深
沢

雨
根

金
毘
羅
の
句
碑

伏石事件の慰霊祭


